
介護事業所における感染対策
（結核について）

小樽市保健所健康増進課
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結核とはどんな病気？

2

結核の常識2024
(https://www.jatahq.org/wp-
content/uploads/2024/07/bcbb861fb80ec01
6e5b006303d0d4398.pdf)

空気中にただよう結核菌が

肺に入って感染し、それによって起こる病気です。



結核とはどんな病気？
①感染してもすべての人が発病するわけでは

ありません。

②加齢や病気などで免疫力が落ちると、抑え

込まれていた結核菌が再び活動をはじめ、発

病することがあります。

③感染していても発病していない潜在性結核

感染症の人は、結核の薬を３か月から６か月

飲むことで発病を予防できます。
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結核とはどんな病気？
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風邪のような症状がずっと続きます。

高齢者の場合は、咳や痰などの症状が出にくく、微熱だ

けが続くこともあります。

「食欲が落ちる」「体重減少などの状態が続く」「繰り

返す肺炎」などのときは、結核の疑いの目をもって、再

度かかりつけ医にみてもらう必要があります。



結核の現状
１ 令和5年（2023年）の新登録患者数及び罹患率

※1 1年間に新たに結核を発病し登録された者

※2 新登録患者数を人口10万対で示した数字

●罹患率は全国、全道と比較しやや高い
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新登録患者数
※１

罹患率
※２

全国 10,096 8.1

北海道 297 5.8

小樽市 15 14.0



結核の現状
２ 令和5年小樽市の新登録患者の状況（潜在性結核感染症を含む）

●例年、高齢者の割合が多い。
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年齢
0～9
歳

10～
19歳

20～
29歳

30～
39歳

40～
49歳

50～
59歳

60～
69歳

70歳～ 計

人数 0 2 1 1 2 1 4 13 24

割合 0.0％ 8.3％ 4.2％ 4.2％ 8.3% 4.2％ 16.7％ 54.2% ―



結核の現状
３ 近年の小樽市における外国籍患者の状況（潜在性結核感染症を含む）

●外国籍患者は毎年ではないものの、発生がみられている。

※令和5年 全国統計より

・結核患者のうち外国出生数：1,619人（16.0％）

・20-29歳新登録者のうち、外国出生結核患者数：884人（84.8％）

・30-39歳新登録者のうち、外国出生結核患者数：334人（61.6％）

7

年度 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

件数 4 0 1 0 2 4



日本の結核の現状
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●新登録患者全体に占める高齢者の割合が6割以上
→高齢者の結核の特徴を理解する事が大事

〇若年層では外国出生結核の割合が高い
→日本語学校の学生や技能実習生、高蔓延国からの帰国者は要注意

働き盛りの年齢層の受診の遅れが高い
→一般の人へ向けての啓発、企業での健康管理は勿論だが、契約社
員等の健診の対象にならない人にも目を向ける必要がある



【WHO Global TB Report2024】
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※日本の罹患率
昭和26年698.4
令和5年 8.1

外国の結核の状況



結核の検査について
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• 感染しているが発病していなければ 潜在性結核感染症
• 感染していて発病もしていれば 活動性結核
• 肺結核は発病の状態なので、診断は発病を知る検査

感染を知る検査

• ツベルクリン反応検査

• ＩＧＲＡ検査（血液検査）

発病を知る検査

•胸部X線検査

•菌検査（喀痰検査など）



健康診断について
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入国前結核スクリーニング開始予定
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R6.12.26厚労省通知

厚生労働省ホームページより



介護職のみなさんへ
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日々の健康観察や

定期的な健康診断を通して

早期に患者さんを見つけられるよ

うにお願いします



介護職のみなさんへ
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職員のみなさんも

１年に１度は

胸部エックス線検査を

受けましょう

症状がある時には、早期に受診

しましょう



結核参考資料

結核研究所ホームページに載っています
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結核研究所ホームページより
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結核研究所ホームページより



まとめ
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• 日本の結核は高齢者が多いが、次いで外国出生の若い世代
に多い

• 日本に来ている外国人は、結核高蔓延国からが多い

• 結核は症状で受診と健診（胸部X線）で見付けていく

• 介護サービスの利用者さんの健康観察が大切

（高齢者は咳や痰などの症状が出にくい）

• 介護職のみなさん自身の健診受診、体調管理も大切です



結核・感染症の担当部署

小樽市保健所 健康増進課
小樽市築港11番1号ウイングベイ小樽1番街４階

（令和6年12月2日移転しました）

☎ 0134-22-3110
（健康増進課直通）
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